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内容

1. EDUCAUSE CDS サーベイ翻訳業務

2. 本部会調査事業

2.1 オープンソース・オンラインサーベイシステム
(LimeSurvey)の導入

2.2 調査項目の検討

2.3 今後の予定
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１. EDUCAUSE CDSサーベイ翻訳業務

・2013年に本部会の活動の一つとしてEDUCAUSE CDS
サーベイの翻訳業務を九州大学で担当した。

・その後主査の交代等により、本部会の正規業務として継
続していなかった。

・2018年度年次大会にて、この翻訳業務の継続について
要望が出された。

・CDSサーベイ項目の著作権はEDUCAUSEにあるため
一般公開は不可である。

・2019年度は、九州大学で行ったEDUCAUSE CDSサー
ベイ翻訳版を希望があった大学へ提供した。

・来年度以降も、当面は九州大学が担当して、DUCAUSE 
CDSサーベイ翻訳版を希望がある大学へ提供する（例
年８月末までに翻訳を完了）。
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２. 本部会調査業務

2.１ LimeSurveyの導入
昨年度末に、オープンソースのオンラインサーベイシステム
であるLimeSurveyを、九州大学附属図書館付設教材開発
センターが管理するサーバに導入した。

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/LimeSurveyJP/

http://contsrv.icer.kyushu-u.ac.jp/web/LimeSurveyJP/
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２. 本部会調査業務

2.2 調査項目の検討
・学術情報基盤実態調査 「1.組織、運営体制」は、CDS 「01.組
織・人員・経費」に対応

・学術情報基盤実態調査 「2.学内LANの整備状況」および「3.
ネットワーク装置等整備状況」は、CDS 「02.通信基盤サー
ビス」に対応

・学術情報基盤実態調査 「4.教育への活用」は、AXIESの「高
等教育機関におけるICTの利活用に関する調査研究」に含まれる

・学術情報基盤実態調査 「5.セキュリティ」は、CDS 「07.情報
セキュリティ」に対応

・学術情報基盤実態調査 「6.高速計算機」は、CDSに該当なし
・学術情報基盤実態調査 「7.クラウドの運用」は、CDSに該当
なし、クラウド部会で調査事業の検討がある？

・学術情報基盤実態調査 「8.課題」は、CDSに該当なし
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２. 本部会調査業務

2.2 調査項目の検討
CDS 2019翻訳版をベースに文科省学術情報基盤実
態調査の項目を含めて本部会の調査項目を決定

（案）
A.「01.組織・人員・経費 + 02.通信基盤サービス」、
B.「03.情報システムとアプリケーション」、
C.「04.デジタル能力-分析サービス」+ 「05.デジタル能
力-災害復旧と事業継続」+ 「06.デジタル能力-学習技
術サービス」+ 「07.デジタル能力-情報セキュリティ」+
「08.デジタル能力-学生成功技術」
（試行調査のため赤字を除く?）
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a. 学術情報基盤実態調査ー調査項目

1. 組織・運営体制
1. 情報戦略の策定状況、2. コンピュータやネットワークの管理・運用の実務を行う主たる組織、3. 

業務の外部委託の状況

2. 学内LAN（学内ネットワーク）の整備状況
1. 学内LAN、2. 対外接続、3. 無線LAN、

3. ネットワーク装置等整備状況
1. ネットワーク装置等の整備状況、2. パソコンの整備状況

4. 教育への活用
1. 情報リテラシ－教育、2. ネットワークを介した遠隔教育、3. 講義のデジタルアーカイブ化

5. セキュリティ
1. セキュリティ対策の実施状況、2. 認証基盤の構築

6. 高速計算機
1. 保有及び利用状況、2. 設置状況

7. クラウドの運用

8. 課題
1. 組織・人員面、2. 経費面、3. 施設設備面
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01 組織・人員・経費

Q1-3.最高IT管理者/身分、Q4.IT関連問題、Q5.技術採用、Q6.サービス提供、Q7.会
計年度、Q8.中央IT財源、Q9.学生の技術料、Q10-12.中央IT支出、Q13.IT分野にお
ける中央ITの支出額、Q14.中央IT人員、Q15.IT分散化、Q16.マルチキャンパスシス
テム/地区、Q17.アメリカ外の組織、Q18-19.補足情報、Q20-23.フィードバック

02 通信基盤サービス

Q1-2.通信基盤サービス、Q3.通信基盤技術の展開、Q4-6.ネットワーク管理、Q7.有
線ネットワークのサイズとスコープ、Q8.無線ネットワークのサイズとスコープ、Q9-10.

ネットワークのサイズとスコープ(その他)、Q11.利用可能な帯域、Q12-13.ネットワー
クアクセス、Q14-16.寮向けサービス、Q17.電話、Q18.携帯電話、Q19.緊急通知シ
ステム、Q20.ビデオサービス、Q21-22.補足情報

03 情報システムとアプリケーション

Q1.ITシステム、Q2.ITシステムの詳細、Q3.ITシステムの分析能力、Q4.ITシステム
のアップグレードと更新計画、Q5.ITシステムの製品、Q6.人事情報システム、Q7.人
事情報システムの詳細、Q8.人事情報システムの分析能力、Q9.人事情報システム
のアップグレードと更新計画、Q10.人事情報システムの製品、Q11.財務管理システ
ム、Q12.財務管理システムの詳細、Q13.財務管理システムの分析能力、Q14.財務
管理システムのアップグレードと更新計画、Q15.財務管理システムの製品、
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b. Core Data Serviceー調査項目
(2019年度調査分→2018年度対象)
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Q16.施設管理システム、 Q17.施設管理システムの詳細、 Q18.施設管理システムの
分析能力、 Q19.施設管理システムのアップグレードと更新計画、 Q20.施設管理シス
テムの製品、Q21.企業システム、 Q22.企業システムの詳細、 Q23.企業システムの
分析能力、 Q24.企業システムのアップグレードと更新計画、 Q25.企業システムの製
品、Q26.研究管理システム、 Q27.研究管理システムの詳細、 Q28.研究管理システ
ムの分析能力、 Q29.研究管理システムのアップグレードと更新計画、 Q30.研究管
理システムの製品、Q31-32.補足情報

04 分析サービス

Q1.分析サービスの成熟度、Q2.分析サービス技術の展開、Q3-4.補足情報

05 災害復旧と事業継続

Q1.災害復旧の成熟度、Q2.事業継続サービスの成熟度、Q3-4.補足情報

06 学習技術サービス

Q1.学習システムの成熟度、Q2.学習システムの展開、Q3-4.補足情報

07 情報セキュリティ

Q1.情報セキュリティの成熟度、Q2.情報セキュリティ技術の展開、Q3-4.補足情報

08 学生成功技術

Q1.学生成功技術の成熟度、Q2.学生成功技術の展開、Q3-4.補足情報
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b. Core Data Serviceー調査項目
(2019年度調査分→2018年度対象)
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２. 本部会調査業務

2.3 今後の予定

今年度中に試行調査を実施

１）１２月末までに調査項目を決定

２）１月末までにLimeSurveyに質問項目の入力

３）２月末までを回答期限とし調査の実施

４）３月以降、回答状況・データの分析、報告書作成

５）来年度へ向けて、調査項目・調査方法の修正
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